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　断層変位解析を含む三次元有限要素解析は，一定レベル以上の計算時間を必要とするため，多くの解析

ケースについての検討は一般に困難である．一方で，観測結果を模擬するためには少なくともいくつかの解析

ケースについて検討する必要がある．観測結果とシミュレーション結果の残差に対してモデルパラメータの感

度が容易に求まらない場合，グリッドサーチによってパラメータの良し悪しを検討するのが通例であるが，パ

ラメータ数が多くなると検討すべき解析ケース数が指数関数的に増加するため，グリッドサーチは効率的では

ない．一方，遺伝的アルゴリズムなど進化計算に基づくパラメータ最適化は感度情報が不必要かつ強い非線形

問題についても適用できるという利点があり，広く用いられている．しかしながら，進化計算に基づくパラ

メータ最適化は1ケースあたりの計算時間が短い場合への適用に限られ，今回対象とする(計算時間が長い)三次

元有限要素解析には適用しづらい． 

 

　近年，なるべく少ない試行回数で最適パラメータを求めようとする手法として，ベイズ最適化手法が注目さ

れている．ベイズ最適化はある時点までに実施してきた試行結果を元にして，次の探索候補を逐次的に決定す

るアルゴリズムであり，グリッドサーチに比べて効率的である上，進化計算に基づくアルゴリズムのように多

くの解析ケース(ただし，グリッドサーチよりは少ない)を必要としない．ここではベイズ最適化手法の一つで

あるTree-Structured Parzen Estimatorに基づく最適化ライブラリOptuna(1)を有限要素解析(COMSOL

Multiphysics)と組み合わせることで，スリップパーティショニングを積極的に起こす断層面形状を探索し

た．ベイズ最適化から得られた断層面形状に関するパラメータセットは，事前に実施したグリッドサーチから

得られたパラメータセットと整合的であり，グリッドサーチの結果よりもスリップパーティショニングの程度

が大きくなった．今回の検討から，ベイズ最適化手法によって効率的に断層面形状に関するパラメータが探索

できることが示された． 
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